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たくさんのメッセージを
ありがとうございました

「岡崎城と徳川家康公」
を開催しました！
令和７年8月28日(木)に社会教

育課の岡崎城係の学芸員の方に、
岡崎城の歴史と近年の発掘調査の
成果をお話しいただきました。
徳川家康の祖父・松平清康が本

格的な城郭に改修し、徳川家康も
三河支配の拠点となった岡崎城。

秋も深まり、過ごしや
すい季節になってきまし
た。図書館を飛び出し、
岡崎城に行ってみてはい
かかでしょうか。

図書館活用セミナー 東公園動物園「ふじ子」
追悼メッセージボード

令和７年７月30日(水)に高齢の
ため死亡した東公園動物園のアジア
ゾウ「ふじ子」を偲び、メッセージ
ボードを設置したところ、1500件
を超えるあたたかなメッセージが寄
せられました。

メッセージ
ボードは動物
総合センター
あにもに寄贈
しました。

ポピュラーライブラリーの雑誌コーナーを
リニューアルしました！

休刊や廃刊となってしまった雑誌が増えたことから、雑誌コーナーが

少し寂しくなっていましたので、花火大会開催に伴う臨時休館中にリ

ニューアルいたしました！

場所が変わっていない雑誌もありますが、大きく移動した雑誌もあり

ますので、今まで手に取ったことのないような雑誌との出会いにつなが

ると楽しいですね！

↑雑誌スポンサー企業様から提供
いただいている雑誌をまとめました

↑棚のラベルも新しく張り替えまし
た



④ビジネステーマ

「消費税」

法人はもちろん、個人であっても日本

国内で事業を行う者にほぼ関わってくる

「消費税」に関する本を集めました。

期間：10月2日～11月30日
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図書館だより
２０２５年10・11月号 vol.52
隔月発行

図書館だよりでは、図書館のイ
ベント案内やお知らせ、本の情
報などをお届けします。

発行
岡崎市立中央図書館
〒444-0059
岡崎市康生通西４－71
電話：0564-23-3111
FAX : 0564-23-3165

①テーマ展示「何つくる？」
秋の夜長はどんな風にお過ごしですか？ひま

つぶしから本腰を据えるものまで『創造・創作
の秋』を楽しむ資料を集めました。ぜひご利用
ください。ところで、折紙の『鶴』の折り方は
覚えていますか？

期間：10月２日～11月30日

予約の多い本ベスト１０(一般書)
１位 国宝 上 青春篇 吉田 修一／著
２位 マスカレード・ライフ 東野 圭吾／著
３位 ババヤガの夜 王谷 晶／著
４位 蛍たちの祈り 町田 そのこ／著
５位 チョコレート・ピース 青山 美智子／著
６位 ありか 瀬尾 まいこ／著
７位 クロエとオオエ 有川 ひろ／著
８位 バンクハザードにようこそ中山 七里／著
８位 国宝 下 花道篇 吉田 修一／著

10位 月収 原田 ひ香／著
（期間:7/1～8/31）

③高札展示
「この草どっち ～食べら
れる？食べられない？」

普段何気なく目にしている雑

草が実は食材だったり、毒草だっ

たりするかもしれません。そんな

視点を変えてくれる本、集めまし

た。いつもの散歩道がちょっと

違ってみえるかもしれませんよ？

期間：10月2日～10月31日

②展示

「人口減少社会を考える」
日本の人口は近年、減少局面を迎えており、

今後も減少が続くと予測されています。人口

減少していく日本で、これから何が起こるの

か。暮らしや社会はどうなるのか。日本が生

き延びるための解決策はあるのか。人口減少

した未来の日本について考えてみませんか？

期間：10月2日～10月31日

足みじかおじさんが黒いボーラハット(山高帽)
をかぶり黒いアタッシュケースを片手に影のよう
に歩み寄ってくる。悩みがある人に寄り添うよう
に悩みを聴きなぐさめそして解決してくれる。少
し哀愁をおびた大人のメルヘン。文章も挿絵も
「あんぱんまん」の作者やなせたかしさん。読め
ば、自分の心に何かを残してくれます。ショート
メルヘン集。

足みじかおじさんの旅

著 者 やなせ たかし／著

出 版 者 新日本出版社

発 行 年 2009.4

所蔵場所 ２Fポピ

F913.6/ヤナ

朝、空が見えます

著 者 東 直子／著

出 版 者 ナナロク社

発 行 年 2024.1

所蔵場所 １Fレフ

911.5/ヒカ

歌人である著者が、一年間、毎日、見上げた
空の様子を詠んだ詩集です。著者の心のシャッ
ターで切り取られた、その日の空が、瑞々しく
綴られています。ページをめくれば、誰にでも
ある、あの日、あの時、を想起させる言の葉が
溢れだします。今日、あなたが見上げた空はど
んな空でしたか。流れるように過ぎていく日々
の中で、ふと、空を見上げたくなる、そんな一
冊です。


